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清く 正しく 大きく伸びよ 

  

  

  

 

令和７年度スタート 「明日も通いたい学校」 

満開の桜の中、新年度を迎えました。桜の花が、子どもたちの入学、

進級をお祝いしているかのようです。令和７年度も、子どもたちが「元

気いっぱい、笑顔いっぱい、優しさいっぱい」で学校生活を送り、「明

日も通いたい」と思える学校をめざします。保護者・地域の皆様、引き

続き、温かいご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

子どもたちにとって安全な遊び場を 

令和６年度末の３月から、子どもたちの安全を守るため、放課後・土日の運動場開放を一時的に取り止め

ています。許可を得ているグランドゴルフやソフトボールなど地域の団体は、引き続き使うことができます。今

回の一時停止について、子どもたちや保護者の皆さんにお知らせした際、「３月はお試しで、その後、児童の

遊び場などの問題点を確認して、４月以降の対応を検討していきます。」とお伝えしました。その後の様子をお

知らせします。 

 

◆子どもたちの遊び場は今 

写真は、３月のある日曜日です。運動場は静まりかえっています。地域の公園（成岩公園、成岩東公園、こう

せい公園ほか）で遊ぶ子が増えました。とくに午後は多くの子が集まってくるようです。子どもたちの遊び方に

ついて、地域の方から「迷惑」「困っている」という声は、学校には入ってきておりません。マナーよく遊ぶこと

ができているようで安心しています。成岩児童センターで遊んでいる子もいます。児童センターは、子どもたち

が安全に遊べる場所です。さまざまな楽しいイベントも開かれています。成岩小の子が宮池小の子といっしょ

に仲良く遊んでいる姿も見られました。遊びに来ているうちに自然と仲良くなったそうです。 

 

◆ごみの問題はどうなったか 

たいへん困っていた運動場のごみは、なんと、激減しました。以前は、写真のように、たった一日で多くのご

みが運動場周辺に捨てられていました。職員が毎日運動場周辺で回収したごみを、廊下に並べて、子どもた

ちにどうしたらよいか考える機会を設けたこともあります。今回の運動場開放一時取り止めで、なかなか解決 
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しなかったごみの問題が一気に解決しました。 

 

◆これからどうするのか 

３月に、地域の方から「毎年、学校の桜の花を見るのを楽しみにしている」との話を聞きました。健康のため

に、毎日の散歩コースにしている人もいます。学校は地域の皆さんから愛されている場所であり、とてもうれし

いことです。「運動場で遊びたい」と思っている子もいることでしょう。「どうしたらまた運動場を使えるようにな

るのか」と、家で一生懸命考えている子もいると聞きました。 

令和８年度には、成岩公民館にかわる「成岩地域交流施設（仮称）」が学校敷地内（プール跡地）にオー

プンします。そのときには、幅広い年代の人でにぎわう活気のある場所になってほしいと思います。地域交流

施設に来た際、学校の遊具や運動場で遊んでいくのは、自然な姿だと思います。 

 

学校としては、子どもたちの安全な遊び場を確保するとともに、地域の方にも気持ちよく使ってもらいたいと

いう思いがあります。そのためのお願いです。 

・ごみをポイ捨てすることなくルールを守り、マナーよく遊んでほしい。 

・学校の施設を壊したり、火遊びをしたりするなど、違法行為・危険行為をしないでほしい。 

・モデルガンを人に向けるような、大けがにつながる危険な遊びをやめてほしい。 

・勤務時間外の対応（けが、トイレなど）はできないことを知った上で遊ばせるようにしてほしい。 

 

このように、ルールを守り、マナーよく安全に学校施設を利用してほしいと考えています。今後、一定のルー

ルや条件が必要となるかもしれません。 

４月当初は、しばらく現在の取組（許可のない人への運動場開放を一時取り止め）を続けます。４月２５日

（金）のＰＴＡ総会で、今後のことについて、話題にする予定です。これからも保護者・地域の皆様と一緒に考

えていきたいと思います。   （校長 古市和臣） 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 ここが変わりました 

児童の登校時刻

  

令和６年度  ７：５０～８：１５に登校し、８：２５には着席する。 

→令和７年度  ８：００～８：１５に登校し、８：２５には着席する。 

※詳しくは、３月に学校から保護者に配付した文書をご覧くださ

い。 

 

成岩小ホームページ 

https://www.narawa-e.ed.jp/ 

毎日更新中。 

子どもたちの様子を 

ぜひご覧ください。 

 

 

 


